
第479図 F区溝跡（ 6) （第52図）

第73号溝跡
A 16.00 A

 

第53号溝跡
B B' 

第50号溝跡
C C' 

第85号溝跡

SJ171 

第85号溝跡 第85号溝跡

F
 

言
第85号溝跡 第110・ 124号溝跡

G
 

G
 

冒
言

2
 

E
 

s
 

第78・84号溝跡

H' 

SD84 SD78 

SDI 10 SD124 

第53号溝跡

1 黒褐色土 褐色土粒

,・ 2 暗褐色土褐色土粒•砂質の互層
3 黒褐色土砂質褐色土粒

4 にぶい黄褐色土 黄褐色土の崩れ

第85号溝跡

1 暗褐色土人為的堆積黄褐色 土

7‘0ック(5~30mm)少益

第84号溝跡

1 黒褐色土粘土TOック(20~30mm)• 
黄褐色土7̀0ック(20~50mm)少旦

2 暗褐色土粘土Tn炒(20~30mm)少呈

第110• 124号溝跡

第110号溝跡

1 褐灰色土黄褐色土粒(2~8mm)多登

2 褐灰 色土 黄褐 色土 粒(5~8mm)若干

第124号溝跡

3 灰黄 褐色 土黄 褐色 土粒(2~5mm)多塁

SD124の覆土ではないと考える
4 にぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)多忌

5 にぶい黄褐色土 黄褐色土Tnック(5~30mm)少量

埋め戻し？

6 褐 色 土黄褐色土Tnック(5~30mm)多爵

黄褐色土崩落

゜
2m 

第480図 F区溝跡（ 7) （第53図）

第137号溝跡 第127号溝跡 第120号溝跡

A 15.40 D' 

SJ150 

塁
SJ151 

第127号溝跡

第127号溝跡

III' 自然堆積 基本土暦のIII'層にあたり、黒褐色土層

1 暗 褐 色 土 焼 土 粒

2 黒褐色土焼土Tn炒少量

3 褐灰色土 黄褐色シルト質粒極多益

4 黒褐色土 白色洲卜極多呈

5 褐灰色土 白色シルト・焼土粒極多益

6 灰白色土 白色シルト質土主体

第120号溝跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)若干

2 黒褐色土 黄褐色土7̀llック(5~30mm)少昼

゜
2m 
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第481図 F区溝跡（ 8)（第54図）

第45号溝跡
A 15.80 A

 

第70号溝跡
B B' 

第60号溝跡
C C' 

冒
第44号溝跡

p o・ 

量
第72号溝跡

量

冒
第46号溝跡

E E. 

冒

゜

言瓢
第74号溝跡

c G 

． 
2m 

第24号溝跡

1 黒褐色土焼土粒微蘊黄褐色土粒少塁 7さDック状
2 黒 褐 色 土 黄 褐 色土粒・焼土粒少旦

3 黒 褐 色 土 黄 褐 色 土 粒 ・焼土粒・炭化物少量

4 褐 灰 色 土焼土粒・黄褐色土Tnック・灰色7中0ック少塁

第24• 26B • 34号溝跡
第26B溝跡

I 褐灰色土表土

II 灰黄褐色土天明火山灰多益

Ill 灰色土

w 黒褐色土黒色土主体灰色粘質土・焼土粒

V 黒褐色土均質焼土7呵ック

VI 註 記 な し

1 褐灰色土黒灰色土＋灰色粘質土 ・炭化物

a 炭化物鉄分多塁

b 灰色粘質土多且 aより明るい色調

c 灰色粘質土

d bに類似 炭化物極多

2 灰 色 土 a 灰色粘質土酸化鉄斑状

b 黒色土少量

3 赤 褐 色 土 vn層主体

a 酸化鉄 ・黒色土

b VIl層土多量 明るい色調

C aよりも暗色

4 暗 青 灰 色 土 VIII層主体黒色土7.nック状

第24• 34号溝跡

5 暗茶 褐 色 土黒色土主体焼土粒 ・黄褐色土粒微旦

6 暗黒褐色土黒色土主体

7 暗 黒 褐 色 土 6層よりも暗色

8 黒褐色土黒色土主体黄褐色土7中 0ック多且焼土粒微塁

09
・91 

緻
寮
曲
寸
C
.
9
N
・寸
N
撚
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第482図 F区溝跡 （9)（第55図）

第68号溝跡
A 15.80 

fl 第50号溝跡

D
 

D
 

SK519 

第49・50号溝跡

F. 

SJ161 
S049 S050 

第51号溝跡
I 

第72号溝跡 第69号溝跡
B B' C C‘ 

員
SJ111 

第49・50号溝跡 第51号溝跡

E' G G' 

SD50 S049 
SJ161 

第67号溝跡

H' 

SJ104 

第51号溝跡

第51号溝跡 第136号溝跡 第78 • 84号溝跡

M M' 

SJ95 SJ95 

第135号溝跡 第134号溝跡

0 16.40 

゜

SDB4 S078 

゜
2m 

第69号溝跡

1 黒褐色土人為的堆積黄褐色土多忌

2 黒褐色土 自然堆積焼土粒微晨

3 黒褐色土人為的堆積黄褐色土多塁

第67号溝跡

1 暗褐色土 白色粒（浅間Aと思われる）微量焼土粒少量

2 暗 褐 色 土黄褐色土粒多呈

第51号溝跡

1 赤褐色土黒色士主体焼土Tnック多塁
2 暗黒褐色土 黄褐色土粒混入

3 暗黄褐色土 黄褐色土粒多塁 bはより少ない

4 黄褐色土黄褐色土Tnック
5 黒色土混入物 殆どなし 2層に類似

6 黒褐色土 黄褐色土TOック混入 b黄褐色土Toック多丘
7 黄褐色土 黄褐色土7 •， 0ック主体 黒色土混入

第84号溝跡

1 黒褐色土 粘土Tnック(20~30mm)・黄褐色土7`防ク(20~50mm少忌

2 暗褐色土粘土Tnック(20~30mm)少忌
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第483図 F区溝跡 (I0) （第56図）

第 110号溝跡
A 15.20 A

 

第110号溝跡
B 15.20 

第134号溝跡
C 16.20 c

 

第133号溝跡
D 15.20 D' 

第84号溝跡
E 15.20 E

 

' 

SJ138 SJ138 

訓
[

第89号溝跡
F 15.20 F' 

第125号溝跡
G 15.20 G 

第121号溝跡
H 15.20 H 

冒冒
第122・123号溝跡
I 15.20 

第117・118・119号溝跡 第118・119号溝跡
J 15.20 

_ J K 15.20 K' 

SD123 

SD122言言 S0117 SD119 

第105 • 1 06 • 1 07 • 1 08号溝跡
L 15.20 L. 

第105・106・107号溝跡
M 15.20 M 

SD1宍三亡主二土＝二己＝二言言］

第86・105号溝跡
N 15.20 N‘ 

第109号溝跡
0 15.20 

SD86言言

第131・132号溝跡
A 15.20 

冒

． 
第132号溝跡
S 15.20 

゜

冒

SD105 SD106 SD107 SJ140 冒 ＿＿

第90号溝跡
p 15.20 

第116号溝跡
T 15.20 

P' 

第49号溝跡
a 15.20 Q

 

冒

冒 。 2m 

第110号溝跡

1 褐 灰 色 土 黄 褐 色 土 粒(5~8mm)若干

2 にぶい黄褐色土 黄褐色土7屯ック多量

第105• 106 • 107 • 108号溝跡
第105号溝跡

1 灰黄褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少塁

2 tぶい黄褐色上 黄褐色土7’nック(5~30mm)多景

第106号溝跡

3 tぶい黄褐色土 黄褐色土粒・焼土粒(2~5mm)少塁

第107号溝跡

4 tぶい黄褐色土 黄褐色土粒(5~10mm)多塁 焼土粒(2~5mm)少昼

第108号溝跡

5 にぶい黄褐色土 黄褐色土粒(Z~5mm)若干

第109号溝跡

1 灰色粘 土

第90号溝跡

1 暗褐色士黄褐 色土粒若干

2 灰黄褐色土鉄分多臣

3 灰黄褐色土鉄分多岳 黄褐色土7"nック(5~30mm)少忌

4 褐色 土黄褐色土
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第484図 F区溝跡 (II) （第57図）

第82号溝跡
A 14.80 

第113・126号溝跡
B B

 

量 冒
゜

2m 

第485図 F区溝跡 (12) （第58図）

第30号溝跡
A 16.00 A' 

冒
第29・33号溝跡
D 

第32•33号溝跡
B 

冨
第29・31号溝跡
E 

第31・32・33号溝跡
C 

c
 

゜第31号溝跡
F F' 

冒
SD31 SD29 

二 冒
第25号溝跡
H H 

第34号溝跡
l 

第38•40号溝跡
J 

冒

SK142 SD34 

三 言冒筐
第38号溝跡
K K' 

第70号溝跡
L 

第35号溝跡
M M 

//3 2ニ-
第36・37号溝跡
N 

第27号溝跡
G 15.60 G' 

SD36 

第34号溝跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒(3mm)少塁

2 黒色土黄褐色土7 •， 0 ック (5~30mm)多爵

3 黒褐色土 黄褐色土7•， 0 ,yク (5~30mm)多羅

第70号溝跡

1 暗褐色土 黄褐色土粒・白色土粒（浅間Aか？）微蓋

2 暗褪色土 白色土粒（浅間Aか？）多塁

3 褐色 土 白色土粒（浅間Aか？） ・焼土粒微益

4 褐灰色土 シルト質 黄褐色土極多忌 砂若干 ゜
2m 
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第486図 F区溝跡 (13) （第59図）

第70号溝跡
A 15.80 A

 

第77号溝跡
B 15.80 8

 

第75・78号溝跡
C 15.20 C' 

-̀ 冒

SJ124 
S078 S075 B 

｀
 

第75号溝跡

1 暗灰色土 黄褐色土シルト質7湘ック(10mm)多益

゜
2m 

第487図 F区溝跡 (14)（第60図）

第76号溝跡
A 15.00 A' 

“ 

第78号溝跡
B 

第82• 104号溝跡
C C' 

胃 冒
第82号溝跡
D 

第114・115号溝跡
D
 

第103号溝跡
E E F' 

第113号溝跡
L L' 

SD114 SD115 

冒 冒 皇
第91・92・93・111号溝跡

G G 

第91号溝跡
J 

第93・94・95号溝跡
H 

第94・95号溝跡 ,・ 

SD93 SD94 SD95 

第91・113号溝跡
K 

疇

第49号溝跡
M M 

第112号溝跡

言冒9
第97号溝跡

言 疇

冒
第49・90号溝跡

゜

第96号溝跡

゜

O' 

Q
 

言言言9。 2m 

-480-



第488図 F区溝跡 (15) （第61図）

第90号溝跡
A 1500 

第49号溝跡
B B' 

第88号溝跡
C C 

第83・98号溝跡
D D 

量 冒
第87号溝跡

E 

冒
第87号溝跡 第99・100号溝跡

G G
 

第99号溝跡 第101号溝跡

H' 
第87号溝跡

1 灰黄褐色土鉄分多量

2 灰黄褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少屋鉄分多塁

3 にぶい黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)多最

冒
゜

2m 

第489図 F区溝跡 (16) （第62図）

第42号溝跡

A 15.80 A
 

言
第19号溝跡

F' 

-

第21・22号溝跡 第21号溝跡 第43号溝跡

C C D D 

S021 SD22 

言 冒
第28号溝跡 第39号溝跡 第14号溝跡

G G' H H 

冒

第23号溝跡

E' 

第41号溝跡

K' 

冒 置言
第17・18号溝跡

第21• 22号溝跡

第21号溝跡

1 黒褐色 土焼土粒 多温焼土7‘nック(10mm)少贔

第22号溝跡

2 黒褐色土焼土粒少貴

第23号溝跡
1 黒褐色土 黄褐色土Tnック少呈 黄褐色土粒微塁

第14号溝跡
1 黒褐色土 黄褐色土粒多塁

2 黒褐色土 黄褐色土7湘ック(10mm大）少塁

第490図 F区溝跡 (17)（第63図） ゜
2m 

第28号溝跡 第75・78・79号溝跡

A 15.BO B' 

第80・81号溝跡

C C‘ 

頁
゜

2m 
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第491図 F区溝跡 (I8) （第65図）

第15号溝跡
A 15.80 

第16号溝跡
B B' 

第11号溝跡
G G

 

S011 

第10号溝跡
C C 

第9号溝跡
D D 

第13号溝跡
E E' 

第12号溝跡
F F' 

言疇 言冒言
第10号溝跡

1 黒褐色土黄褐色土粒多塁

2 にぶい黄褐色土 黄褐色土主体

第12号溝跡

1 褐灰色土黄褐色土粒(2mm)若干 白色粒少忌

2 褐灰色土黄褐色土粒(2~5mm)多塁 白色粒若干

3 褐 灰 色 土 黄褐色土

言

゜
2m 

第492図 F区溝跡 (19) （第66図）

第20号溝跡
A,6.00 A 

言

第14号溝跡
B B

 

SJ41 

第20号溝跡

1 暗褐色土 黄褐色土粒(2~10mm)・炭化物粒(2mm)若干

第14号溝跡

1 黒褐色士 焼土粒・黄褐色士粒少塁

2 黒褐色土 黄褐色土粒極多塁

3 暗褐色土 黄褐色土粒極多量

゜
2m 

第493図 F区溝跡 (20) （第67図）

第5号溝跡
A 16.00 

第6号溝跡
8 8 

第7号溝跡

C c
 

第1号溝跡
D 

第4号溝跡
E E 

言言

第8号溝跡
G G 

冒

冒

第3号溝跡
H' 

冒

冒
第 5号溝跡

1 暗 褐 色 土 焼 土 粒(2~10mm)少塁炭化

物粒・黄褐色土粒(2~5mm)若干

2 黒褐色土 黄褐色土粒 ・黄褐色土

7',0ック(5~20mm)多益

第 7号溝跡

1 褐灰色土 黄褐色土粒極多呈

第2号溝跡
F F' 

言冒

第 1号溝跡

1 黒褐色土 黄褐色土粒 ・焼土粒少塁

2 黒褐色土 黄褐色土粒極多昼

第4号溝跡

1 黒褐色土黄褐色土粒少塁

第 3号溝跡

1 暗褐色土 黄褐色土粒多岳焼土粒微数

゜
2m 
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められない。第59号溝跡北側にも同方向の住居跡が所

在し、豪族居館跡等にみられる区画溝とは性格が異な

る。溝跡自体も北辺が蛇行し、 BB35グリッドでは東に

屈曲するなどきっちりとした企画性に乏しい。

第85号溝跡は BG38グリッド～BG40グリッドで屈

曲し、 BI41グリッドに至る L字形に走る溝跡で、両端

は自然堤防の斜面部を画する第78号溝跡によって攪

乱されている。区画内には方向を同じくする住居跡が

3軒と少なく、方向を違える住居跡と掘立柱建物跡も

存在し、また柵列跡が重複している。第85号溝跡 BG38

グリッド～BG40グリッド付近は第26号溝跡南辺の延

長上にあたるため関連づけることもできるか、時期の

特定はできない。区画内の住居跡や掘立柱建物跡の在

り方や、第26号溝跡が中世まで埋没しきっていない状

況から、中世の溝跡とも考えられる。

第26号溝跡南側に平行する第24• 34号溝跡は、規模

の点において酷似している。重複する住居跡・掘立柱

建物跡は少なく、 2条の溝跡の間隔が約 3mを測るこ

とから、道路遺構に付随する側溝の可能性も考えられ

る。調査区際の土層観察も実施したが、耕作による攪

乱を受け、旧地表面を確認することができず、道路遺

構とする根拠となる硬化面も検出することはできな

かった。

第26号溝跡に近似する走行方位を測る第50• 51号溝

は古代の溝跡である。第50号溝跡と第28号掘立柱建物

跡、第51号溝跡と第46号掘立柱建物跡の新旧関係は、

いずれも溝跡の方が古い。また第50• 51号溝跡に交差

する第49• 53号溝跡も古代のもので、第53号溝跡は第

175号住居跡よりも古い。いずれの溝跡にも、幅に比べ

て深いという共通点がみられる。

中世の溝跡はA・B・C・D・G・H区で検出され

F区溝跡

番号 グリ ツ ド 幅 (m) 深さ (m)

1 BE54~56 BF56~58 BG58 0 30~0.65 0 14 

2 BF57 BG57 0.18~0 28 0 07 

3 BF57 BG57 BH57 0.25~0 35 0 13 

4 BG56 BH56 0.25~0 45 0.24 

5 BE58 0.75~1 00 0.61 

6 BE57 BF57 0.25~0.45 0 04 

7 BE55/56 BF55 BG55 0.55~1.20 0 10 

ている区画髯と同様である。

第47・56・57号溝跡はA・B・C・D・G・H区と

ほぼ同間隔の位置に走っている。第47号溝跡はE区第

31号溝跡、第56号溝跡はE区第42号溝跡、第57号溝跡

はE区第43号溝跡に続いている。また第56号溝跡は、

自然堤防斜面部を画する C区第123号溝跡から続く第

63号溝跡が屈曲して続く溝跡である。

第11• 16 • 17号溝跡は、 A・B・C・D・G・H区

中世区画溝跡・第47・56・57号溝跡とは走行方位が異

なるが、覆士の堆積状況が酷似し、また東に弧を描く

自然堤防に対して直行するように走っていることから

同様の区画溝跡として位置づけられる。第11・16号溝

跡はE区第14・ 15号溝跡、第17号溝跡はE区第16号溝

跡に続いている。

自然堤防の斜面部を画す第62号溝跡と第78号溝跡

は、 C区第127号溝跡から続く同一の溝跡である。

BJ42 • 43、BK43グリッドでは 6状の溝跡が分岐し、

南側に乎行して走る第89号溝跡に繋がる。このような

状況はC区でも認められている。第62-78号溝跡は深

く、底面は BK44グリッド付近では大地震に伴う地中

の液状化砂層まで達している。

出土した遺物は重複する遺構から流れ込んだ可能性

もあり、溝跡の時期を断定することは難しい。また第

26号溝跡のように、確実に中世までは埋没しきってい

ない例もあり、存続期間も問題となる。特筆すべき遺

物として、第11号溝跡の上製紡錘車、第47号溝跡の圏

図元年 (1368) 申 七月五日と刻まれた板碑、第49

号溝跡の須恵器横瓶、第50号溝跡の須恵器高台付盤、

第59号溝跡の秋間産と推測される須恵器長頸壺、第67

号溝跡の天保通賓などがあげられる。

走行方位 出土遺物・その他

N-72°-W 須恵器甕／j:不土師器甕／j:不

N-6°-WIN-13°-E 
N-2 °―E 土師器甕

N-6°― E/N-30"-W 
N-64°-W 須恵器甕／杯土師器甕／杯

N-6 5°― E/N-27°-W 
N-10°-E 
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番号 グ ） ツ ド 幅 (m) I深さ (m) 走行方位 出土追物・その他

8 IBG56 BH56 10.15~0.3510.11 

9 I BD54 I O. 35~0.4510.06 

10 I BD52/53 BE52/53 IO.35-0. 50 IO.14 

11 I BD52 BE52 BF52 BG52 BH52 11.10~1. 50 IO. 46 

12 I BF52 BG52 

13 I BE52~54 

0.20~0.3510.07 

0.40~0. 80 IO.10 

N-5°-E/N-16°-W 

N-64°-W 

N-8°―E/N-35°―E 須恵器杯土師器甕／士不

N-7.5°-W 須恵器甕／士不土師器甕／t不羽口

N-5°―w 
N-180°―E 

編物石鉄滓

土師器甕

14 I BF50/51 BG51~53 BH53~55 

15 I BD52 BE52 

0.40~1.8010.26~0.41IN-63°-W 須恵器甕土師器甕／士不

16 I BC52 BD52 BE52 BF52 

17 I BC51/52 BD51/52 BE51/52 

BF51/52 BG51/52 BH52 

18 I BC51 BD51 BE51 BF51 

19 IBD51 

20 I BH52/53 

1.10~1.80 0.63 

0.60~1.05 0.30 

1.40~2.30 0.40 

1 05~1.30 0.22 

0.25~0.30 0.04 

0 30~0.35 0.12 

N-81°-E 須恵器甕／士不土師器甕／i不

N-3.5°―E 

N-10°-W 須恵器甕／士不土師器甕／杯鉄滓

N-4°-W 

N-32°―E 

N-42°-E 土師器甕

21 IBC49~51 BD49 

22 I BD49/50 BC50 

0.40~0.8510.13~0.15IN-73°―E 須恵器甕／士不／蓋土師器甕／土不

須恵器甕／土不土師器甕／士不

23 I BE49/50 BD50/51 

24 IBC48~50 BD46~48 BE44~46 

25 I BF43 BB48 BC48 

26 IBC46~49 BD46/47 

27 IBB46/47 BC47 

28 I BC47 BD47 I 48 BE48~50 

0.55~0.80 IO.11 

0.35~0.5510.17 

0.40~1. 0510. 61 

0.20~0.4510.05 

2.00~3.4011.11 

1.40~2. 0511.10 

0.55~1.3510.23 

N-35°-E 

N-64°-E 

N-65°―E 

N-48.5°―E 

N-61°-E/N-20°-W 

N-21.5°-W 

N-47°-W 

須恵器甕／杯／蓋土師器甕／杯

須恵器甕／i不土師器甕／杯／蓋／磁器

土師器甕

須恵器甕／士不／蓋土師器甕／i不浮き

石

須恵器甕／蓋土師器甕／t不

BF49/50 BG50/51 BH51 BI51 

29 I BC45/46 0.35~0.9510.26~0.41IN-7T-W 須恵器甕土師器甕／土不

30 IBB46 

31 IBC45~47 

32 I BC45/ 46 BD45 

33 I BC45/ 46 BD44/ 45 

34 IBD47/48 BE45~48 BF43~45 

BF48 BG48 

35 I BE47~49 BF46/47 

36 I BE48/49 BF48/49 

37 I BE49 BF48/49 

38 I BE46/ 4 7 BF 45/ 46 

39 I BE50/51 BF50 

40 I BE47 

41 I BG51 

42 I BC48/49 

43 I BC51 

44 I BA42 BB42/ 43 BC43 BD43 

45 I BB42/43 

46 I BC42/43 

47 I BA40/41 BB38~40 BC37/38 

BD36/37 BE35/36 

0.20~0.3510.09 

0.60~1.1510.15 

0.40~0.5010.28 

0.35~0.6510.15 

0.50~0.9010.26 

0.25~0.4510.05 

0.25~0.5510.13 

0.30~0.4010.04 

0.20~1.3010.08 

0.20~1.3510.08 

0.20 0.10 

0.15~0.5010.02 

0.15~0.3010.04 

0.40 0.07 

0.30~0.7010.42 

0.55~1.10 Io. os 

0.40~o. 60 Io.10 

1.35~2.3511.07 

48 IBB40/41 I0.35~0.6010.74 

49 I BA40 BB40 BC40/ 41 BD41 BE41/ 42 I 1. 30~1. 95 IO. 79 

BF41/42 BG42 BH42/43 BI43 BJ43 

N-72°-W 

N-61°-E 

N-31.5°―E 

N-63°-E 

N-65°―E/N-12°-W 

須恵器甕／士不土師器甕／t不磨石

土師器甕／t不

須恵器甕／杯土師器甕／土不

須恵器甕／杯／蓋土師器甕／士不

N-68°―E 土師器坪

N-79°―E 須恵器甕土師器甕

N-55.5°―E 土師器甕

N-54.5°-E 須恵器甕／士不土師器甕／土不

N-7T―E/N-50°―E 

N-lT-E 土師器甕／i不

N-40°―E 須恵器甕土師器甕

N-62°-E/N-26°-W  

N-75°-E 

N-52°―E/N-21.5°-W I須恵器甕土師器甕／土不

N-71°-E 

N-25°-W 

N-52°-E 

N-64°-E 

N-20°―W 

土師器甕

須恵器甕／杯土師器甕

須恵器甕／j:不土師器甕／j:不

須恵器甕／j:不／蓋土師器甕／j:不

人物埴輪編物石

50 I AZ37 /38 BA38 BB38/39 BC39/ 40 IO. 75~1. 55 IO. 37~0.551 N-29°-W 

BD39/40 BE40/41 BF41 BG41/42 

須恵器甕／j:不／蓋／長頸壺土師器甕／j:不

BH42/ 43 BI43 BJ43/ 44 

51 I AZ39 BA39/ 40 IO. 35~0.4510.75 IN-38.5°-W 

52 IBB39/40 I0.60~1.0010.22 IN-49°-E 

53 I BC40 BD39/ 40 BE39 BF39 BG38/39 IO. 35~1.15 IO. 44~1.061 N-8 °―W/N-12.5°-E 

BH38 BI38 BJ38 

54 I 8840 8C40 0.50 0.18 N41°-W 
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須恵器甕／i不土師器甕／杯／把手／甑

須恵器甕／杯土師器甕／t不

須恵器甕土師器甕／均不

須恵器甕土師器甕／士不



番号 グリッド 幅（m) 深さ（m) 走行方位

55 I BD41/ 42 BE42 

56 I BA39/ 40 BB39 

57 I BA39/40 

0.90~1.1510.50 I N-31.5°-W  

0.25~0.7010.19 IN-54°―E 

0.75~0.8010.12 IN-48'-E 

58 IAZ36/37 0.60 0.18 N-35°-W 

59 I AX34 A Y34/35 AZ35/36 

BA35/36 BB35 BC35 

0.95~2.3010.40~0.631 N-28°—W/N-34°-E 

60 IBC42 0.30~0.5010.05 

61 I BD41 BE41 Io. 45~0.8010.46 

62 I AZ32/33 BA33/34 BB33~35 I 1. 50~1. 90 Io. 65 

BC35/36 BD36 

63 I AZ32/33 BA33 BB33/34 BC34/35 IO. 60~1. 40 I 1. 34 

BD35/36 

64 BC35 1 °. 35~0. 60 0. 16 

65 I BA33 BB33/34 BC34/35 BD35/36 I l. 75~3.1010.17 

BE36 BF36/37 BG37 BH37 

66 I BD36 BE36 

67 I BF45/ 46 BG43~45 

68 I BE42 BF41/ 42 

69 I BF44 BG44 

1.20~1. 7510. 32 

1.60~2.2510.16 

0.95~1.3510.40 

0.45~0.8510.33 

N-9.5°-W  

N-64.5°-E 

N-81°-W 

N-43.5°-W  

N-44°-W 

N-45°-W 

N-30.5°-W  

N-29°-W 

N-65°―E 

N-ff-E/N-33.5°-W 

N-41°-E 

70 IBB44 BC44 BD44/45 BE44 BF45/46I0.75~2.0510.21~0.581 N-23'-W 

BG46 BH46/47 BI46/47 BJ47 

71 I欠番

72 BE42 BF42 0.45~1.15 0 29 N-33"-W 

73 BE42 2 05 0 13 N-39°-W 

74 BE42 0.40 0 07 N-62°-WIN-66°-E 

75 BI50/51 B]48~50 BK44~49 0 60~1.55 0.37 N-46"-E/N-68°-W 

BL45/46 

76 IBK45/46 I0.45~0.8510 24 I N-74. 5°-E 

77 IBK47 10.35~0.6010.10~0.131 N-75'―E 

出土追物・その他

須恵器甕／杯土師器甕／i不鉄滓

須恵器甕／j:不／長頸壺土師器甕／j:不

須恵器甕

須恵器甕／士不／蓋／長頸壺土師器甕／士不

須恵器甕／杯土師器甕／以

須恵器甕／杯／蓋土師器甕／士不

須恵器甕／t不士師器甕

須恵器甕／j:不土師器甕／j:不／蓋

須恵器甕／j:不／蓋土師器甕／j:不

須恵器甕上師器甕／j:不

土師器甕／j:ネ

須恵器甕／j:不／磁器／天目茶碗

土師器甕／j:不／蓋

須恵器甕土師器甕／j:不

須恵器杯土師器甕／j:不

須恵器甕／j:不／蓋／長頸壺

土師器甕／j:不／蓋

78 I BD36 BE36/37 BF37 /38 BG37 /38 IO. 80~3.7511.22 IN-28.5'-W/N-64.5'-WI須恵器甕

BH38~40 BI39~42/50/51 I I I N-54'-E 

BJ41~43/ 49/50 BK43~49 

79 I BI50/51 BJ 49/50 IO. 60~0.8010.22 IN-61.5゚＿E |須恵器甕／i不土師器甕

80 IBK48/49 BL48 I0.30~0.4510.12 I N-41'―E/N-61'-E 

81 IBK47~49 

82 IBK47/48 BL46/47 BM45/46 

EN 45 B044/ 45 BP44/ 45 

83 I BP47 BQ47 BR47 

84 I BH3/ 8 /39 BI39/ 40 BJ 41~43 

BK43/44 

85 I BF40 BG38~41 BH40/ 41 BI41 

86 I BK44 BL43/ 44 

87 IBP48/49 BQ47/48 BR46/47 

88 I BP48 

89 I BJ41~43 BK42~44 

90 I BK44 BL44/ 45 BM45/ 46 EN 46 

B046/47 BP47/48 BQ48 

91 IBL47/48 BM47/48 BN46/47 

B046 BP45/ 46 BQ45 

92 IBM46/47 

93 IBM47 BN47 

94 I BN46~48 

95 IBN46/47 

96 I B047 /48 

97 I B047 /48 

98 I BP46/ 47 BQ46/ 47 

0.25~0.5010.09 

0.65~2.1010.34 

0.40~0.8010.23 

N-65°-E 土師器甕

N-44°-E/N-12°―E 須恵器甕／杯／長頸壺上師器甕／士不

N-22°-W 施釉陶器

0.60~1. so Io. 35~0.541 N-64°-W/N-12°-W 須恵器甕／i不土師器甕／土不／把手

1.10~1 75 0.18~0.38 N-68.5'-E/N-21゚＿W |須恵器甕土師器甕／土不

1.25 0.12 N-37°-E 

1.00~2.15 0.51 N-52'-E 

0.55 0.15 N-16°-W 

0.95~1.40 0.52 N-65°―w/N-14°-E 

0.75~2.10 0.25 N-33"-W 

1.00~1. 85 IO. 77 IN-30°―E/N-54'-W 

0 50~0.75 0.31 N-34°-E/N-87°-W 

0 30~0.45 0.08 N-36.5°―E 

0.30~0.50 0.20 N- 70°—w /N-88°-W 

0.35~0.50 0.14 N-80°-W 

0.25~0.30 0.03 N-57°-E 須恵器甕／i不土師器杯

0 25~0.30 0.07 N-82°-E 

0 30~0.55 0.05 N-63°-W 
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番号 グ リッ ド

99 IBP48/49 BQ48/49 BR47/48 
100 I BP48/ 49 BQ48 

101 IBQ48 
102 欠番

103 I BK48 BL4 7 / 48 

104 IBL47 

105 I BK43/ 44 BL42/ 43 

106 IBL42 

107 I BL43 

108 I BL43 BM43 

幅（m) 深さ (m)

三
0.35~0.8010.10 

0.50~0.7010.44 

走行 方位

N-43.5°―E 

N-34. 5°―E 

N-10°-W 

N-27°-E 

N-40°-E 

0.55~1. 30 IO. 32~0.361 N-43°—E 
(0.65) 10.14 IN-43°―E 

0.35~0.4010.05 

0.25~0.3510.08 

N-43"-E 

出土迅物・ その 他

須恵器杯

109 IBL43/44 I0.25~0.3510.02 

llO IBJ40~42 BK42/ 43 BL43 BI38~4010.25~0.5510.22 

lll IBM46/47 BN46 10.40~0.7010.34 

N-30°―E/N-54"-W 

N-43.5"―E 

N-48"-W 

N-47°-E 

112 I BN46 

113 IBN46 B045/46 BP45 BQ45 
114 I BM45/ 46 

115 I BL45 BM45/ 46 

116 I BN 45 B045 

117 IBL42 

118 I BL42 BM42/ 43 

119 I BL42 BM42/ 43 

120 I BK41/ 42 BL42 

121 I BL42 

122 I BL42 

123 I BL42 

124 I BI39~41 BJ40/ 41 

125 I BK43/ 44 

126 I B045 BP44/ 45 

127 IBJ41 BK40/41 BL40 

128 欠番

129 欠番

130 欠番

131 IBM42 

132 IBM42 

133 I BJ43 BK43 

134 I BJ43 

135 I BJ42 

136 I BJ42 

137 I BJ41 

138 I BE37 

139 I BG37 /38 

140 I A Y34 AZ34 

141 I AX34 A Y34/35 

142 IAY34 

0.30~0.4010.05 

0.40~0.7510.24 

0.30~0.4010.07 

0.35~0.5010.16 

0.30~0.4510.12 

(O.OO) ~(L40l Io.13 

0.35~0.6010.26 

0.35~0.9510.06 

0.40~0.5510.12 

0.30~0.5010.12 

0.90~1.2010.06 

0.45 0.05 

0.40~0.8010.58 

0. 75 IO.12 

0.45~0.95 

1.15~2.0510.59 

N-18°―E 

N-29.5"―E 

N-69"-W 

N-37°-W 

N-52.5"―E/N-3 °-W 

N-68°-W 

N-57°-W 

N-57°-W 

N-29°―E/N-48"- W  

N-23"-E/N-54"- W  

N-60°-W 

N-47°-W 

N-65.5"-W 

N-35°—E 
N-46.5°-E/N-5 °― E 

N-39.5"-E 

0.40~0. 4510.14 IN -58°―E 

0.45~0.6510.18~0.351 N-49°-W 

0.60~1.15 IO. 72 N-14°―E 

0.90 0.34~0.41IN-3°-E 

0.80~1 00 0.43 N-5°―E 

1. 20~1 35 0 43 N-0 ° 

0.90 0.17 N-20°-W 

0.60~0 70 0 08 N-35°-W 

1.10~1 80 0 63 N-39°-W 

0.20~0 30 0 05 N-60°-E 

0.45~0 85 0.44 N-33°―W/N-64°―E 

0.30~0.45 0 10 N-52°-E 

須恵器甕土師器甕／士不

須恵器甕／j:不 土師器甕／j:不

須恵器甕／j:不土師器甕／j:不

須恵器杯上師器甕

須恵器甕

須恵器甕土師器甕

須恵器甕 土師器甕／士不

浴結凝灰岩

須恵器杯土師器甕／士不

土師器甕

須恵器杯土師器甕

F区溝跡出土遺物観察表（第494~501図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸吋 18 1 4.1 WB針 A 灰 95 SD05南比企産

2 杯 12 4 4.1 7.3 WB針 A 灰 80 SD05 No. l南比企産底 部周辺ヘラ

3 杯 (13 0) 3 7 (7 4) WB針 A 灰白 5 SD05南比企産

4 杯 (12 6) 3.7 (7 6) WB針 A 灰 40 SD05南比企産底部周辺ヘラ

5 杯 (12 6) 3.9 (7 2) WB針 A 灰 40 SD05南比企産底部周辺ヘラ自然釉付着

6 杯 (12.0) (3 0) (7.4) WB針 C 灰 5 SD05南比企産

7 杯 (12.6) (3 6) WB針 A 灰 10 SD05南比企産火だすき痕

8 杯 (13.6) (3 2) WBR針 A 灰 5 SD05南比企産， 況： (13 0) (3 2) WB針 A 黄灰 5 SD05南比企産
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第495図
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第496図 F区溝跡出土遺物（ 3)
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第497図 F区溝跡出土遺物 (4)
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第498図 F区溝跡出土遺物 (5)
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第499図 F区溝跡出土遺物 (6)
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第500図 F区溝跡出土遺物 (7)
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第501図 F区溝跡出土遺物 (8)
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番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

10 杯 (13.0) (3. 9) WB針 A 灰白 5 SD05南比企産

11 杯 (13.0) (3 3) WB針 A 灰 5 SD05南比企産

12 杯 (12.8) (2.5) WB針 A 灰 5 SD05南比企産火だすき痕自然釉付着

13 杯 (1 9) (7.0) WB針 A 灰 10 SD05南比企産底部全面ヘラ底部ヘラ記号か

14 杯 (1.3) 7.6 WB針 A 灰白 20 SD05南比企産底部全面ヘラ底部ヘラ記号 「M」
15 杯 (1.4) 6.1 WB針 A 灰白 20 SD05南比企産底部全面ヘラ

16 杯 (1 8) (6.6) WB針 A 灰白 10 SD05南比企産底部周辺ヘラ

17 杯 (1 3) (7.6) WB針 A 灰白 10 SD05南比企産底部周辺ヘラ底部ヘラ記号

18 均； (0 9) (7.0) WB針 A 灰白 10 SD05南比企産底部周辺ヘラ底部内面擦痕

19 昇； (2.4) (6.0) WB針 A 灰 25 SD05南比企産底部糸切離し

20 甕 25.8 (10. 7) WB  A 灰 SD05南比企産？内外面自然釉付着

21 高台付杯 (13.0) 4.9 (8.5) WB針 A 灰 20 SD08南比企産貼付高台

22 高台付杯 14.2 4 1 9.5 WB  A 灰 80 SDll BD52Gr秋間産

23 杯 (12.8) (3.6) WB  B 橙 20 SDll赤彩

24 杯 11.8 3.4 WB B 橙 90 SDll BD52Gr 

25 況； (13.3) (3 2) WBR A 橙 40 SDll BD52Gr 

26 況： (13.3) 4.8 WB  B 橙 60 SDll 

27 盤 (17.8) (3 6) WB B 橙 40 SDll BD52Gr 

28 鉢 (26.0) (6.5) WB B 黄灰 5 SDll 

29 互て WBR針 B 灰 SDll南比企産

30 甕 (6. 9) (13.9) WB針 B 灰 5 SDll南比企産自然釉付着

31 土製紡錘車 SDll長さ6.6X幅37X厚さ1.2X重さ27.6g 

32 砥石 SDll長さ3.3X幅2.8X厚さ2.4X重さ26.8g 

33 均； (1.3) (7.0) WR針 B 橙 10 SD14南比企産底部全面ヘラ

34 杯 (0. 7) 7.4 WB針 A 灰 20 SD14南比企産底部周辺ヘラ外面黒色物付着

底部内面擦痕転用硯か

35 甕 (8.6) (16.0) WB針 A 灰白 SD14南比企産底部糸切離し

36 甕 WR  A にぶい褐 SD15常滑

37 j:不 (15.0) (3.4) WB  B 橙 20 SD22 

38 長頸壺 (6 1) 9.3 WB針 A 灰 20 SD22南比企産

39 杯 (13.6) (3.8) (8.2) WBR針 B 灰白 10 SD24南比企産底部全面ヘラ

40 杯 (0. 7) (5.6) WB針 A 灰白 10 SD24南比企産底部周辺ヘラ

41 杯 13 6 (3.5) BR B 橙 70 SD24 

42 平瓶 (5 4) (3.4) WB  A 灰 SD24南比企産？内面自然釉付着

43 長頸壺 (7.3) WB針 B 灰臼 10 SD24南比企産
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番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

44 甕 (21.2) (8.2) WB針 A 灰 SD24南比企産内面自然釉付着

45 平瓦 WB  C 灰 SD24中世瓦

46 砥石 SD24長さ3.7X幅235X厚さ2.QX重さ28.3g 

47 蓋 (12.9) 3.3 WB針 A 灰 60 SD26 BD45Gr最上層南比企産

48 蓋 (1.3) WB針 A 灰白 10 SD26南比企産

49 杯 (12.8) (3. 7) WB針 A 灰 10 SD26南比企産

50 杯 (1.3) (6.6) WB針 A 灰 10 SD26南比企産底部糸切離し底部ヘラ記号

51 杯 (0.9) (9.2) WB針 A 灰白 5 SD26南比企産

52 長頸壺 (2.3) (7.9) WB針 A 灰 SD26南比企産貼付高台

53 壺 (12 0) (4.5) WB  A 灰 SD26南比企産？内外面自然釉付着

54 甕 (4.9) (1 1. 6) WB針 A 灰 SD26南比企産底部全面ヘラ

55 円面硯 (2.1) WB針 B 灰 10 SD26南比企産自然釉付着

56 椀 (17.2) 6.6 5.4 WB  A 淡黄 25 SD26施釉一浅黄 トチン跡

57 鉢 (24.8) 9.5 (12.2) WB  B 灰白 10 SD26外面全面に黒色付着物

58 甕 WB針 A 灰 SD26南比企産

59 甕 WB  A 灰 SD26常滑

60 杯 12.7 3.6 7.4 WBR針 A 灰 75 SD29南比企産底部周辺ヘラ

61 杯 (0.6) 5.6 WBR針 B 灰白 20 SD29南比企産

62 杯 (13.8) (3.5) WB針 A 灰臼 10 SD31南比企産

63 杯 (1. 9) 7.2 WB針 A 灰 10 SD31南比企産底部周辺ヘラ

64 杯 (13.0) (3.4) WB針 B 灰 5 SD32南比企産

65 杯 (11. 7) (3.5) WBR B 橙 40 SD32 

66 杯 (12.0) 3.5 (6.8) WB針 A 灰黄 25 SD33南比企産底部周辺ヘラ

67 杯 (12.2) 3.7 (6.0) WB針 A 灰 20 SD34南比企産底部糸切離し自然釉付着

68 高台付杯 (1. 9) (8.1) W針 A 灰 5 SD34南比企産

69 杯 (3.8) (7.4) WB針 A 灰 20 SD34南比企産底部周辺ヘラ

70 円面硯 (2.2) WB  A 灰 5 SD34群馬産？ 自然釉付着

71 甕 W R片 C 灰臼 SD34末野産？

72 芸皿 (2.4) WBR A 灰 10 SD28 

73 蓋 (2.4) WBR針 B 灰黄 20 SD28南比企産

74 芸皿 (17.0) (1.6) WBR針 B 淡黄 5 SD28南比企産

75 蓋 (17.4) (2.2) WB針 B 灰白 5 SD28南比企産

76 蓋 (19.0) (2. 9) WB針 B 灰白 20 SD28南比企産

77 杯 12.5 3.4 B B 暗褐 80 SD28タール状の付着物

78 杯 (12.0) (4.1) WE針 A 灰 10 SD28南比企産

79 杯 (13.0) 3.8 (7.8) WBR針 A 灰 20 SD28南比企産底部周辺ヘラ

80 杯 13.3 3.8 6.7 WB針 A 灰 75 SD28 No. l南比企産底部周辺ヘラ

81 杯 (12.1) 3.9 (6 4) WE針 A 灰 25 SD28南比企産底部糸切離し

82 杯 (11.9) (3.3) WE針 A 灰 10 SD28南比企産

83 杯 (12.6) (3 1) WE針 A 灰 10 SD28南比企産

84 杯 (12.6) (3.0) WB針 A 灰 10 SD28南比企産

85 杯 (12.0) (3.6) WB針 A 灰 10 SD28南比企産

86 杯 (3.3) (6 0) WE針 A 灰 10 SD28南比企産底部糸切離し

87 高台付i不 12.6 4.5 7 8 WE  B 灰 80 SD28群馬産？貼付高台

88 杯 (1. 7) 7 3 WB針 A 灰 20 SD28南比企産底部周辺ヘラ

89 杯 (1.8) (8 1) WB  A 灰白 20 SD28藤岡産底部全面ヘラ底部内面擦痕

90 杯 (1.8) (7 2) WBR針 B 灰白 20 SD28南比企産底部糸切離し

91 高台付江 (1.1) (10 4) WE針 A 灰 5 SD28南比企産貼付高台底部内面擦痕転用硯か

92 杯 14.8 3.6 8.1 WE針 A 灰 60 SD28南比企産底部周辺ヘラ

93 杯 (16.0) 3.5 (10 8) WB針 A 灰 10 SD28南比企産

94 高杯 (6.2) WB  A 灰 SD28産地不明有脚二段透かし

95 長頸壺 (3.5) 7.5 WB  B 灰白 10 SD28藤岡産

96 平瓶 7.0 (3.3) WB  A 灰白 SD28秋間産？ 自然釉付着

97 長頸壺 (4.1) WB  A 灰白 SD28秋間産 ？ 自然釉付着

98 長頸壺 (3.5) 9 1 WB  A 灰 5 SD28秋間産？ 自然釉付着

99 長頸壺 (6.0) WBR A 灰 5 SD28南比企産？ 自然釉付着

100 鉢 (25.8) (4. 9) WB  B 暗褐 5 SD28 

101 長頸壺 (8.8) (8.2) WB  A 灰 10 SD38南比企産 ？ 自然釉付着
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番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

102 平瓦 WBR A 灰黄 SD40 

103 蓋 (18.0) (2.1) WB  A 灰臼 5 SD41群馬産？ 自然釉付着

104 台付甕 (3.6) 10.0 WBR B 橙 10 SD41 

105 蓋 (20.0) (2.0) WBR針 A 灰臼 5 SD44南比企産

106 況： (12.8) (3.1) WB針 A 灰 5 SD44南比企産

107 杯 (1.2) 7.0 WBR針 B にぶい褐 5 SD44南比企産底部周辺ヘラ

108 壺 (2.5) 10.0 WBR針 B 灰白 SD44南比企産底部周辺ヘラ

109 宰士 (3.4) (10.0) WB針 A 灰 SD44南比企産

110 甕 (18.0) (9.2) WB A 灰白 SD44南比企産？ 自然釉付着

111 蓋 (1.6) W針 B 灰 10 SD48南比企産

112 坑 (11.6) 3.5 (7.0) WB針 B 灰 20 SD48南比企産底部周辺ヘラ

113 況； (0. 9) (6 8) W針 B 灰 10 SD52南比企産底部周辺ヘラ

114 芸皿 (17.2) (2 4) WR針 A 灰 10 SD56南比企産

115 高杯 (6 0) WBR B にぶい橙 10 SD56赤彩

116 芸nm WB  B 灰白 5 SD54末野産？

117 甕 WB  A 灰 SD54末野産？

118 蓋 (2.8) W針 B 灰 10 SD49南比企産

119 蓋 (18 0) (1. 9) WB針 A 灰 20 SD49南比企産

120 杯 (11 1) 3.7 5.9 WB針 A 灰 40 SD49南比企産底部糸切離し

121 杯 (13.0) (3.3) WBR針 A 灰 20 SD49南比企産

122 杯 (16. 9) (2.6) WB針 A 灰 5 SD49南比企産

123 杯 (3.0) (7.0) W針 B 灰 20 SD49南比企産火だすき痕底部周辺ヘラ

124 杯 (2.1) (8.6) W針 B 灰 20 SD49南比企産底部全面ヘラ

125 杯 (1.8) (6.0) W針 B 灰 20 SD49南比企産底部糸切離し

126 長頸壺 (2.4) 7.8 WB A 灰白 5 SD49秋間産？貼付高台自然釉付着

127 長頸壺 (11.0) (3.1) WB A 灰臼 SD49秋間産？ 自然釉付着

128 横瓶 (11.9) WB B 灰 30 SD49秋間産自然釉付着

129 甕 (22.9) (2.2) WBR針 A 灰 SD49南比企産

130 甕 WB A 灰 SD49南比企産？

131 甕 (16.0) (9.4) WB針 B 灰 5 SD49南比企産自然釉付着

132 甕 (8.8) B A 灰 5 SD49湖西産内面自然釉付着

133 釘 SD49長さ8.0X幅l.65X厚さ0.55X重さ27.0g 

134 刀子 SD49長さ17.6X幅2.3X厚さ0.35X重さ772 g 

135 蓋 (2.1) W針 B 灰 20 SD51南比企産

136 蓋 (1.3) W針 B 灰 5 SD51南比企産

137 高台付杯 12.4 4.3 (8.3) WBR B 灰 25 SD51末野産？貼付高台

138 杯 (13.0) (3.4) WB針 A 灰 10 SD51南比企産

139 長頸壺 (8.9) WB  A 灰 10 SD51秋間産？ 自然釉付着

140 甑 (8.8) (7.6) WB  B にぶい橙 5 SD51 

141 甑 18.1 32.5 8.4 WB片 B 橙 60 SD51 

142 甕 19.2 (17.3) BR B 橙 30 SD51 

143 甕 (15.0) (6 4) WBR片 B 暗褐 20 SD51 

144 芸m 17.0 3.3 WBR片 A 灰黄褐 25 SD50末野産

145 芸n (18.0) (2 6) WB  A 黄灰 5 SD50末野産

146 蓋 (2 4) B B 灰白 30 SD50湖西 or秋間産か？ 自然釉付着

147 芸r 08.0) (2.4) WB  A 黄灰 5 SD50末野産

148 芸nT’ 18.1 4.1 WBR針 A 灰 95 SD50南比企産

149 芸皿 (18.0) (2.2) WB針 A 灰白 5 SD50南比企産

150 況： (15 8) (4.3) (9.8) WB針 A 灰 10 SD50南比企産火だすき痕

151 均； (16.8) (4 2) WB  A 黄灰 10 SD50秋間産？

152 椀 (16 0) 6.4 (8.2) WB針 A 灰 50 SD50南比企産底部全面ヘラ

153 況； (14 0) 3 3 8.6 WB針 A 灰 50 SD50南比企産底部周辺ヘラ

154 杯 (12.4) 3.3 7.0 WB針 A 灰 50 SD50南比企産底部周辺ヘラ底部ヘラ記号

155 況； (12 0) (3. 7) WB針 A 灰 10 SD50南比企産 火だすき痕

156 杯 (2 1) (8.0) W針 B 灰 10 SD50南比企産底部周辺ヘラ

157 杯 (2.0) 6.2 w B 灰 30 SD50末野産底部糸切離し

158 高台付椀 (2.1) (8.8) W針 B 灰 20 SD50南比企産

159 杯 (9.4) 3.3 WBR B 橙 40 SD50 
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番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

160 均； 13.0 3.8 WB  B 橙 50 SD50 

161 盤 (20 4) (3.6) WB  B 黄褐 10 SD50 

162 椀 (9.4) (7.9) WB  B 橙 30 SD50 

163 壺 (11 0) (5.4) WBR A 灰 SD50 

164 長頸壷 (8.2) 6.9 WB  A 灰白 20 SD50湖西産（胎土分析33) 内面底部自然釉付着

165 広口壺 (21.4) (3.9) WBR B にぶい橙 SD50末野産

166 甕 14 9 (16.0) B B 暗褐 60 SD50 （台付）

167 甕 (22.6) (11.8) WBR B にぶい橙 20 SD50 

168 高台付盤 (6.0) (12.6) W片 B 橙 50 SD50末野産（胎土分析27)

169 甕 WB針 B 灰 SD50南比企産

170 平瓦 WBR A 灰賀 SD57 

171 芸皿 (17. 2) 4.0 WBR針 B 灰白 70 SD55南比企産

172 高台付椀 16.6 8.4 10 0 WBR片 B 灰 80 SD55末野産貼付高台

173 高台付椀 (1.8) (8.1) w B 灰 10 SD55末野産

174 杯 (13. 0) (3 6) WB針 A 灰 20 SD55南比企産火だすき痕

175 椀 (2.8) (7.2) W針 B 灰 30 SD55南比企産底部周辺ヘラ

176 椀 (1 5) (6.8) WB B 灰 10 SD55末野産底部糸切離し

177 杯 (13. 0) (3 2) WBR B 橙 10 SD55 

178 鉢 (27.2) (6.6) WB針 A 灰 SD55南比企産自然釉付着

179 甕 24.6 (12 2) WB A 灰 SD55末野産内外面自然釉付着

180 蓋 (2.2) WB針 A 灰 30 SD59南比企産

181 蓋 (2 5) WBR片 C 灰白 60 SD59 No. 5末野産

182 蓋 (3.6) WB針 A 黄灰 50 SD59 No. 3 南比企産

183 蓋 (17.0) (3.5) WB針 A 灰 40 SD59南比企産

184 盤 (15.8) (3.4) WB B 橙 10 SD59 

185 盤 (17.8) (4.3) WB B 橙 20 SD59 C区SD125

186 杯 (10. 7) 3.7 BR B 黄褐 40 SD59 C区SD125赤彩

187 杯 10.0 3.4 WBR B 橙 60 SD59 C区SD125

188 杯 10.8 2.9 WB  B 橙 80 SD59 C区SD125

189 杯 (11. 7) (3.6) BR B 橙 30 SD59 C区SD125タール状の付着物

190 椀 (9. 7) (5.4) BR B 黄褐 10 SD59内面黒色処理

191 長頸壺 (10.1) (13.0) WB  A 灰 25 SD59 No. l湖西産（胎土分析34) 自然釉付着

192 長頸壺 (13.8) 8.6 WB  B 灰 70 SD59 C区SD125秋間産 ？ 自然釉付着

193 長頸壺 (3.4) 8.2 WB  A 灰白 10 SD59 No. 5 C区SD125秋間産？貼付高台内面自然釉付着

194 甕 (22.8) 34.9 (4.2) B B 橙 60 SD59 C区SD125

195 芸皿 (1.6) W針 B 灰 5 SD61南比企産

196 蓋 (20.0) (2. 7) WB針 A 灰 5 SD61南比企産

197 杯 (2.5) (6.8) WB針 B 灰 10 SD61南比企産

198 杯 12.9 3.6 7 3 WB針 A 灰 80 SD61 No. 9南比企産 底部周辺ヘラ底部に線刻「九」

199 杯 (12.2) 4.2 7.0 WB針 A 灰白 50 SD61 No. l南比企産底部全面ヘラ

200 杯 12.8 3.8 WB針 A 灰 70 SD61 No. 2南比企産底部周辺ヘラ

201 杯 12.6 3.7 6.7 WB針 A 灰 90 SD61 No.14 • 15南比企産底部周辺ヘラ

202 杯 (13.0) (3.3) WB針 A 灰 20 SD61 No.15南比企産

203 杯 (10 9) (3.4) WBR片 B にぶい黄橙 25 SD61 

204 杯 11.6 3.6 WB B にぶい橙 95 SD61 No. 8 

205 杯 11 8 3.4 WB  B 橙 90 SD61 No.13 

206 杯 (12 0) (3.3) BR B 橙 30 SD61 

207 杯 11.8 2.8 B B 橙 90 SD61 No.11 

208 況： 12.0 2.8 BR B 橙 85 SD61 No.17 

209 均； (12.4) 2.9 BR B 橙 60 SD61 

210 況： 12.3 3.3 BR B 橙 95 SD61 

211 均； 12.2 2 9 WB B 橙 90 SD61 No. l • 6 

212 況： 12.4 3 0 BR B 橙 70 SD61 No. 3 

213 況； 12.2 3.4 B B 橙 90 SD61 No. 4 • 5 

214 均； (12.4) (3 2) WBR A 橙 25 SD61 No.12 

215 埒； 12.6 3.0 WB B 橙 85 SD61 No.16 

216 況： (13.2) (2.9) WBR B 橙 25 SD61 

217 坪 (13.0) (2 5) WBR B にぷい橙 20 SD61 
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番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

218 甕 WB A 灰 SD62末野産自然釉付着

219 甕 WB針 B 灰 SD62南比企産

220 壺 (15.6) (5 1) WB A 灰 SD66末野産内外面自然釉付着

221 壺 (4.5) WB針 A 灰 SD66南比企産

222 甕 WB A 灰 SD66末野産

223 芸皿 (17.2) (2 6) WB針 A 灰 5 SD67南比企産

224 杯 (12.0) 3 0 6.8 WB針 A 灰黄 30 SD67南比企産底部周辺ヘラ

225 況： (2.4) 7.9 WB針 A 灰 30 SD67南比企産底部糸切離し

226 古銭 SD67長さ5ox幅3.3X厚さ0.25X重さ18.1g 

227 杯 (13.6) (3.6) WB針 A 灰 40 SD68南比企産

228 杯 (13.0) (4 1) WB針 A 灰 5 SD70南比企産

229 均； (1.6) 6.4 WB針 A 灰 10 SD70南比企産底部糸切離し火だすき痕

230 鉢 (33.8) (6.2) WB A 灰白 5 SD70群馬産？内外面自然釉付着

231 釘 SD70長さ9ox幅1.1X厚さ0.5X重さ38.2g 

232 況； 12.1 3.1 6 6 WBR針 A 灰 75 SD82南比企産底部周辺ヘラ

233 均； (2.1) (6.8) W針 B 灰 10 SD82南比企産底部周辺ヘラ

234 杯 (2. 1) (7.4) W針 B 灰 15 SD82南比企産底部周辺ヘラ内部底面に火だすき痕

235 杯 (1. 7) 6 1 W針 B 灰 30 SD82南比企産底部全面ヘラ

236 杯 (0. 7) (7.5) WR針 B にぶい橙 10 SD82南比企産底部全面ヘラ

237 杯 (1.0) (6.8) W針 B 灰白 10 SD82南比企産底部全面ヘラ底部内面擦痕転用硯か

238 杯 (0.9) (6 2) W針 B 灰 5 SD75南比企産底部全面ヘラ

239 かわらけ (2.1) (5.4) R B 橙 30 SD75 

240 平瓦 WBR C 橙 SD75 

241 杯 (10 8) 3.4 B B 橙 40 SD85 

242 杯 (2.1) (5.3) WB針 A 灰白 20 SD96南比企産底部糸切離し底部ヘラ記号

243 杯 (13.0) (3.3) WR  B 橙 10 SD96 

244 甕 (22 0) (9.0) WB A 灰 SD96 No. 7南比企産外面自然釉付着

245 釘 SD140長さ4.lX幅0.65X厚さ0.45X童さ4.6g 

246 板碑 SD47緑泥片岩高さ X53.7X上幅17.4X下幅19.7X厚さ2.7
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7. その他の遺構と遺物

(1)荼毘跡

第 1号荼毘跡（第502• 67図）

BH57グリッドに位置する。

燃焼部は長方形で、西壁中央に煙道状の突出部が付

設されている。長軸0.82m、短軸0.32m、深さ0.26m、

突出部は幅0.17~0.32m、長さ0.72m、主軸方位N-

78.5°—E を測る。

燃焼部の壁は長辺が直立し、短辺は緩やかに立ち上

がっている。被熱による焼土化力啜忍められる。底面は

中央部にかけて窪む。燃焼部と突出部の連結部には段

がみられず、燃焼部底面から突出部突端に向かって緩

やかな登り傾斜を画く。

覆上には多量の焼土・炭化物が含まれ、燃焼部の底

面からは炭化材も検出されている。また燃焼部と突出

部との連結部付近には骨片が集中している。遺物は出

土していない。

第2号荼毘跡（第502• 66図）

BH52グリッドに位置し、第35号住居跡と重複する。

燃焼部は長方形で、東壁中央に煙道状の突出部が付

設されている。長軸0.67m、短軸0.47m、深さ0.21m、

突出部は幅0.20~0.25m、長さ0.73m、深さ0.12m、

主軸方位N-71°-Eを測る。

燃焼部の壁は外傾し、被熱による焼士化はみられな

い。底面は突出部延長付近が緩やかな溝跡状に窪む。

燃焼部と突出部の連結部には0.09mほどの段を持つ。

突出部の底面は平坦で、突端は直立する。

燃焼部の覆土中層に灰が堆積し、骨片が多量に含ま

れている。遺物は出土していない。

第 3号荼毘跡（第502• 65図）

BD52グリッドに位置し、第11号溝跡と重複する。

燃焼部は長方形で、煙道状の突出部は付設されてい

ない。長軸0.86m、短軸0.41m、深さ0.32m、長軸方

位N-6.5°-Eを測る。

壁は外傾し、被熱による焼土化は認められない。底

面は凹面を成す。

覆土下層には炭化物・焼士・骨片が集中して堆積し

ている。遺物は出土していない。

第4号荼毘跡（第502• 49図）

BD35グリッドに位置する。

燃焼部は長方形で、北壁中央に煙道状の突出部が付

設されている。長軸0.92m、短軸0.59m、深さ0.21m、

突出部は幅0.33m、長さ0.35m、深さ0.25m、主軸方

位N-70"-Eを測る。

突出部は燃焼部中央から士壊状に掘り込まれて北壁

外方に突出したもので、燃焼部底面よりも深い。燃焼

部の壁は長辺が外傾し、短辺は緩やかに立ち上がる。

一部被熱による焼土化が認められる。

燃焼部・突出部の覆土下層には炭化物が厚く堆積し、

焼土・骨片も含まれている。突出部最上層は焼土・炭

化物が少ないにぶい黄褐色土で、天井が崩落したもの

と推測される。遺物は出土していない。

第5号荼毘跡（第502• 59図）

BK45グリッドに位置し、第91号住居跡と重複する。

燃焼部は隅丸方形で、煙道状の突出部は付設されて

いない。長軸0.35m、短軸0.31m、深さO.llm、長軸

方位N-33.5°-Wを測る。

断面半球状で、壁・底面には被熱による焼土化は認

められない。遺物は出土していない。
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第502図 F区荼毘跡
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A 15.50 A. 

冒

第 1号荼毘跡

1 黒褐色土焼土7‘nック(5~10mm)・黄褐色土粒少員

炭化物・骨片混入

2 黒 褐 色 土 l層に似るが、焼土7さ防ク・炭化物 ・

骨片をほとんど含まない

3 暗褐色土 黄褐色土7̀Dック(10mm)・黄褐色土粒多忌

4 暗褐色土 3層に似るが、炭化物多員焼土粒少

5 暗褐色土焼土粒(2~5mm)・黄褐色土粒(2~5mm)• 
骨片多忌

赤色化焼土粒少忌 黄褐色化多且

6 暗褐色土 5層に似るが、赤色化焼土粒より少嚢

7 黒褐色土 焼土7ゞリック(10mm)・炭化物少晨

8 黒褐色土焼土粒・炭化物・黄褐色土粒少呈

9 暗褐色土炭化物・焼土粒少益

10炭化物層

゜
1m 

第 2号荼昆跡

l 灰黄褐色土焼土粒・炭化物(2~5mm)少量

2 暗褐色土焼土が溶け込んだり、加熱で変色した層

3 褐灰色土灰層炭化物(5~20mm)・骨片多葦

4 黒褐色土黄褐色土粒(2~5mm)少塁

5 灰黄褐色土黄褐色土粒(3~10mm)多塁

6 暗 褐色 土黄 褐色 土粒(3~8mm)少塁掘形

第 3号荼毘跡

1 暗褐色土炭化物・焼土(20~30mm) ・黄褐色土粒・

黄褐色土Toック多量 骨少員

2 暗褐色土 1層に似るが、焼土・骨の混入がより多い

3 黒褐色土炭化物・黄褐色土粒多旦骨・焼土少且

骨は上部に集中する傾向がある

第4号荼毘跡

1 tぶしl黄橙色土焼土粒・炭化物粒少塁 天井の崩落土の

可能性あり

2 tぶil黄褐色土 焼土TOック(30mm)・炭化物TOック(10mm)少量

3 暗褐色土炭化物層骨片少旦火葬する際の木材の

燃え残り？ 焼土TOック(30mm)若干

第 5号荼昆跡

土層注記なし
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(2)墓壊

第 1号墓壊（第503• 58図）

BE48グリッドに位置する。不整円形の浅い土壊に

土師器甕が倒立していた。土壊の規模は、長径0.75m、

短径0.65m、深さ0.17m、長軸方位N-4T-Eを測

る。

出上した甕は頸部から口縁部にかけての部分で、肩

部から底部にかけては既に削平されていた。甕の内部

からは少量の焼土粒・炭化物とともに多量の小骨片が

検出され、甕は蔵骨器に転用されたものである。土壊

の覆土には多量の焼土粒・炭化物が含まれているが、

この土壊においで焼成行為は行われていない。遺物は

甕以外にはなく、埋葬方法等は不明である。

第503図 F区第 1号墓壊・出土遺物

ゃ

lゃ／0/

A 16.00 A' 

言言冒

第 1号墓城

1 黒褐色土

骨片極多塁焼土粒(2~5mm)少塁

2 黒褐色土

焼土粒(2~5mm)・炭化物少盪

小骨片混入

3 黒褐色土

黄褐色土粒多蓋 焼土粒(1mm)混入

4 黒褐色土

焼土7’nック(1~2mm)少員 焼土粒．

炭化物多旦 小骨片混入

゜
1m 

□ ’'1  

゜
10cm 

F区第 1号墓壊出土遺物観察表（第503図）

口竺＿種
1 甕

~I 底径
22.4 I (7.2) 

胎土 I 焼成 色 調 I残存率 備 考

WBR I B I橙 15 I 1号墓壊

(3)性格不明遺構

第 1号性格不明遣構（第504• 505 • 506 • 52図）

BE41、BF40・41グリッドに位置し、第518号土壊、

第50号溝跡と重複する。

平面不整形の溝跡状の遺構で、長径8.70m、短径

0.60~ 1. 40m、深さ 0.56m、長軸方位N-65°—E を測

る。壁の立ち上がりは緩やかで、底面には凹凸がみら

れる。底面の凹凸に注目すると数基の土堺が連結され

た遺構のように見えるが、覆土の堆積状況から数基の

土壊に分けることはできない。埋没状況は人為的な堆

積状況と捉えられ、下層には黄褐色土ブロックを多贔

に含む黒褐色土が堆積している。上層は焼土・炭化物

が多量に含まれる黒褐色土で、多量の土器片が出土し

ている。遺物は須恵器甕・蓋・杯片、土師器甕・杯片、

面取りが行われている溶結凝灰岩 1点等が出土してい

るが、完形品は 1点もなく、いずれも欠損品である。

不自然な遺構形状や上層のみに多量の焼土・炭化物

とともに多数の遺物が人為的に投棄された状況はC区

で検出されている性格不明遺構と同様のものである

が、用途・性格・目的などは不明である。

第2号性格不明遺構（第507• 508 • 52図）

BF40グリッドに位置し、第516号土壊と重複する。

明確な掘り込みをもたず、地山の窪地状の径約2m

の範囲から多量の遺物が検出された。遺物は須恵器

甕・長頸壺・蓋．j:不片、上師器甕．j:不片が出土してい

るが、完形品はない。

検出状況から祭祀遺構とも捉えられるが、祭祀的な

遺物の出土はみられず、遺構の性格は不明である。
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第504図 F区第 1号性格不明遺構
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第505図 F区第 1号性格不明遺構出土遺物 (I)
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第506図 F区第 1号性格不明遺構出土遺物 (2)
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F区第 1号性格不明遺構出土遺物観察表（第505• 506図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸F (13.6) 3.3 W針 B 暗灰 40 No.71南比企産

2 芸皿 (15 8) 3.0 WB針 B 灰 45 南比企産

3 蓋 (16.1) 4.1 W針 B 灰 60 No.277南比企産

4 蓋 (17.8) 4.0 WB針 B 灰 30 No.13 • 45 • 301南比企産

5 芸＂ 17 5 4.6 W針 B 灰 90 No.23 • 37 • 43 • 48 • 49 • 57 • 58 • 89 • 215 • 221 

306 • 316 • 317 • 319南比企産

6 蓋 (17.8) (1. 9) WB針 A 灰 10 No.321南比企産

7 芸rn 1.8 B A 灰 5 秋間産？

8 芸皿 1.6 WB針 B 灰 5 No.260南比企産， 蓋 (2.0) WB針 B 灰 10 No.76南比企産

10 芸『m (1.9) WB針 A 灰臼 10 No.116南比企産

11 芸m (2.0) WB針 A 灰白 20 No.125南比企産

12 芸nn (13. 9) (1. 7) WB針 B 灰 10 No.37 • 54南比企産

13 蓋 (15.6) (2.4) WB針 B 灰 10 No.85南比企産

14 芸n (14 6) (2.0) WB B 灰 10 末野産

15 芸nn (15 8) (2.0) WB針 B 灰 5 南比企産

16 芸皿 (17.0) (2.2) WB針 B 灰 5 No.282南比企産

17 況； (11 6) 3.7 (5.9) WR針 B 灰～暗赤褐 40 No.101南比企産底部全面ヘラ

18 杯 (13.0) 3.6 (8.8) WB針 B 灰 10 No.100南比企産底部全面ヘラ

19 杯 (12 2) 3.1 (7.3) WB針 C 灰 30 No.60 • 209 • 220南比企産底部全面ヘラ

20 杯 (11.8) 3.5 (5.9) W針 B 灰 40 No.100南比企産底部周辺ヘラ

21 杯 12.4 3.5 6.8 W針 B 灰 70 南比企産底部周辺ヘラ底部窯印線刻

22 杯 (12.8) 3.4 (8.0) WB針 B 灰 30 No.130 • 135 • 136南比企産全面ヘラ

23 杯 11.8 3.8 6.9 WB針 B 灰 70 No.98南比企産底部周辺ヘラ

24 杯 12.6 3.4 8.0 WB針 B 灰 80 No.89 • 98 • 100 • 126 • 297南比企産底部周辺ヘラ

25 杯 (12.5) 2.8 (7.0) WB片 A 黄灰 30 No.259末野産

26 杯 (11. 7) 3.8 6.7 W針 B 黄灰 60 No.83南比企産底部周辺ヘラ

27 杯 (12. 7) 3.7 (8.2) WB片 C 灰 20 No.21 • 201末野産

28 杯 (12.4) (3.2) B針 B 灰 10 南比企産

29 杯 (11 8) 3.7 (6.2) WB針 B 灰 40 No.44南比企産底部糸切離し火煤痕

30 杯 11.5 3.6 6.4 WB片 B 灰白 80 No. 8 底部糸切離し

31 杯 (12.2) (3.4) W針 B 灰 25 南比企産

32 高台付杯 (12.0) 4.2 7.7 WB針 B 灰 40 No.156南比企産底部周辺ヘラ高台ナデッケ

33 椀 (16.4) 6.7 8.2 WB針 B 灰 30 No.46南比企産底部周辺ヘラ
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第507図 F区第 2号性格不明遺構
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第 1号性格不明遺構
含I
<(. 馴 I 

< 
1 黒褐色土 人為的堆積 炭化物・焼土多塁多塁遺物混入

2 黒褐色土 人為的堆積 黄褐色土プロック多旦

第 2号性格不明遺構

1 灰黄褐色土 黄褐色土粒(2~5mm)少塁 ゜
1m 

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

34 椀 (17.9) (4 6) WB片 B 灰白 5 末野産

35 杯 (4.1) (9.2) WB針 A 灰白 10 No.34 • 51南比企産

36 杯 (2.3) (7.9) WB針 A 灰 20 No.260南比企産底部全面ヘラ

37 鉢 (24 9) (13.0) WB針 A 灰 25 No. 4 • 38 • 40南比企産

38 甕 (25.9) (6. 7) WB針 A 灰 No.160南比企産

39 甕 WB A 灰 末野産

40 杯 (11. 7) 3.1 WBR B 橙 60 No.99 

41 杯 (11 6) 3.2 WBR B 橙 40 No.55 • 276 
42 杯 (12 5) 3.2 WBR B 橙 70 No.151 

43 杯 11.6 3.2 WB B 橙 75 No.262 • 263 
44 杯 (12.2) 3.0 BR B 橙 70 No.59 

45 均； 12.3 3.5 BR B 橙 75 No.159 • 162 • 164 • 165 • 166 • 167 • 168 
46 杯 (12.3) 3.6 WBR B 暗褐 60 No. 2 
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第508図 F区第 2号性格不明遺構出土遺物
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番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

47 杯 (12. 7) (3.4) WB B 暗褐 60 No.273 

48 杯 (12. 7) (3 2) WB B 橙 20 No.78 

49 杯 (13.0) (3.2) WB B 橙 15 No. 5 

50 杯 (12.6) (3.0) BR B 橙 15 

51 杯 12.1 3.2 WBR B 橙 85 No.279 

52 小型甕 (10.2) (4.0) WBR片 B にぶい褐 5 

53 小型甕 (12.0) (5.0) WBR B 橙 5 No.242 

54 小型甕 (11. 9) (4.3) WBR A にぶい黄橙 5 No.10 

55 甕 (20 8) (7.2) BR B 橙 10 No.160 
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F区第 2号性格不明遺構出土遺物観察表（第508図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸吋 17 6 3.1 WB針 A 灰 75 No.48 • 49 • 87 • 134南比企産

2 杯 13.0 3.9 6.6 WB片 B 灰白 95 No.55末野産底部糸切離し底部墨書

3 杯 (12 0) 3.7 7.0 WB針 A 灰臼 70 No. 2 南比企産底部周辺ヘラ火煤痕

4 杯 (12.5) 3.6 (6.4) WB針 A 灰 40 南比企産底部周辺ヘラ火煤痕

5 杯 (12.1) 3.6 (6.5) WB針 A 灰 20 No.88南比企産火煤痕

6 杯 12.4 3.9 6.7 WB針 A 灰 75 No.78南比企産底部周辺ヘラ底部墨書

7 杯 (12.1) 3.6 (7.8) WB針 A 灰 25 南比企産底部周辺ヘラ

8 杯 (13.5) (3.3) WBR針 C 浅黄 20 No.63南比企産， 杯 (11. 9) 3.5 7.2 WB針 A 灰 60 南比企産底部周辺ヘラ

10 杯 11.8 3.7 5.8 WB針 A 灰 90 No.32南比企産底部周辺ヘラ

11 杯 12.1 2.9 WBR B 暗赤褐 100 No.135 • 136重ね焼きの痕跡あり

12 杯 (11 2) 2.9 WBR B 橙 30 No.17 • 18 • 127 
13 杯 11.8 3.1 WB  B にぶい黄橙 95 No.36 • 89 
14 杯 12 6 3.1 WB  B にぶい黄橙 75 No. 7 • 50 • 62 
15 杯 (12.8) (2. 7) WB  B にぶい賀橙 20 No.46 

16 杯 (12 1) (2. 9) WB  B 橙 20 No.129 

17 杯 (13.2) (2. 7) WBR B にぶい黄橙 20 No.21 • 83 • 84 
18 杯 (11. 7) (3.6) WB  B にぶい黄橙 40 No.33 

19 杯 12.3 3.2 WBR B 橙 70 No.114 • 115 • 116 • 119 • 120 • 121 
20 杯 (13.1) 3.3 BR B にぶい橙 30 No.41 • 43 • 44 
21 杯 12.2 (3. l) WBR B にぶい賀橙 40 No.ll2 • 138 
22 杯 (12. 7) (2. 9) BR B 暗褐 20 

23 杯 12 2 (2.8) WBR B 橙 85 No.112 • 128 • 135 • 161外面に重ね焼きの痕跡あり

24 均； (11 5) 3.3 WB  B にぶい黄橙 45 No.24 

25 杯 (12.6) 3.2 WB  B 橙 50 No.60 

26 杯 (12.5) 3.1 WBR B にぶい黄橙 40 No.141 

27 杯 (12.1) (3.1) WB  B 橙 25 No.22 

28 杯 (12.8) 3.0 WB  B 橙 60 No.51 

29 杯 (12.2) (3.2) WB  B 橙 25 No.66 • 68 
30 杯 12.0 3.1 WB  B 橙 90 No.75 

31 杯 (12.1) 3.2 WB  B 橙 30 No.56 • 57 
32 杯 12 2 3.1 WB  B にぷい黄橙 90 No.96油芯の付着

33 杯 (12.0) (3.2) WB  B にぷい黄橙 25 No.27 

34 杯 (12 2) 3.0 WB  B にぶい黄橙 30 No. 5 • 6 

35 杯 (13. 9) (3.4) BR B 橙 10 

36 長頸壺 10 7 (6.1) WB  A 灰褐 5 No30? 産地不明内外面自然釉付着

37 甕 (18. 7) (5.6) WB  A 灰 5 No. l ?末野産内外面自然釉付着内面は剥がれている

(4) ピット

ピットは調査区全域にわたって、多数検出されてい

る。このうち、大多数のピットは用途・性格が不明で、

時期を確定し得る遺物も出土していない。なかには柱

痕や柱抜取痕を明瞭に残すものも認められる。多くは

配置の規則性や組み合わせを把握することはできな

かった。掘立柱建物跡と認定できたものは調査区北東

に集中し、ピット数がきわめて多い地域である。これ

らの掘立柱建物跡の柱掘形は小さく、柱筋や柱間の統

一性に欠けるものが含まれ、中世の建物跡である可能

性もある。また認定できなかった建物跡も相当数が存

在すること力覺』定される。

F区ピット 出土遺物観察表（第509図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 芸r (1 3. 8) (2 6) WBR針 B 灰褐 10 BB37Gr P-21南比企産

2 杯 (11 8) (3.1) WB  B にぶい橙 10 BB44Gr P-6 

3 小型甕 (16 8) (7.1) WB  B にぶい橙 10 BB44Gr P-7 

4 芸皿 (18.0) (2 3) WBR針 B 灰褐 5 BC44Gr P-19南比企産

5 杯 13.3 3 3 7.8 W針 A 灰褐 80 BC45Gr P-8 南比企産底部周辺ヘラ
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第509図 F区ピット出土遺物
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番号 器 種 ロ径 益＂＂ 古戸J 底径 胎土 焼成 色 調

6 杯 13 6 3.7 7.3 WB針 A 灰白

7 杯 (12.5) 3.7 (7 0) W針 B 灰

8 椀 (3.4) (9 6) WB針 A 灰， 杯 (11.9) 4 0 WBR B 灰黄

10 杯 (12.4) 3 4 (6. 9) WB針 A 灰

11 杯 (2.2) (9 0) WB針 A 灰

12 杯 11.5 3 3 WB  B にぶい黄橙

13 芸・T▽9 (1. 6) WB針 A 灰

14 杯 (10.0) (3 7) WB  B 暗褐

15 芸＂可 05.0) (1.6) WR  C にぶい黄橙

16 芸m 08.0) (1 6) WB針 A 灰

17 鉢 (25.0) (6 6) WB  A 灰

18 芸皿 (10.4) (2 4) WB  A 灰白

19 杯 (12.4) 3 7 (7.0) WB針 A 灰

20 杯 12.1 3 5 5 7 WB針 A 灰

21 鎌

22 砥石

23 砥石

24 砥石

(5)グリッド出土遺物・表採遺物

F区グリッド・表採遺物観察表 （第510• 511図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調

1 長頸壺 (3 2) (13.8) WB  A 灰白

2 杯 (2.4) 5.7 WB針 A 灰臼

3 杯 (11.4) 3.7 WBR B 橙

4 高台付杯 (3 6) 7.7 WB針 A 灰白

5 杯 12.9 3.3 7.8 W針 B 灰

6 杯 (2 5) (9.0) WB針 A 灰白

7 杯 (11.8) (3.2) WB  B にぶい橙

8 椀 (1 7. 2) 6 2 8.8 W針 B 灰， 小型甕 (15.8) (5 9) B B 橙

10 杯 (13.8) (3.3) BR B 橙

11 甑 (21.3) (11.1) BR B 橙

12 甕 (20.8) (10.0) WR  B 橙

13 深鉢 (18.4) (17.1) BR B にぶい橙

14 鉢 (19.8) (7.5) WB針 A 灰

15 均； 14.5 3.7 9.5 WB針 A 灰

16 杯 (2. 7) 7.1 WB針 A 灰白

17 台付甕 (8.2) 9 4 w B にぶい赤褐

18 杯 (11.9) (3.1) WB  A 橙

19 堺 14.0 5.0 WBR B 橙

20 杯 (12.5) 4.7 BR B にぷい赤褐

21 況： (12.0) (4.5) w B 灰

22 芸m (17.2) (2.3) WBR A 灰

23 椀 (15.6) 5.4 (7 9) W針 A 灰

24 鉢 (16.8) (6. 7) WB  A 橙

25 甕 (21.6) (6.5) WB  B 灰

26 高台付杯 (2.8) (7 6) WB  A 灰

27 刀子

28 紡錘車

29 刀子

30 石斧

31 石斧

32 石斧

33 石斧

-509-

残存率 備 考

70 BC45Gr P-8 南比企産底部周辺ヘラ

20 BC45Gr P-35南比企産底部全面ヘラ火だすき痕

10 BC45Gr P-35南比企産底部全面ヘラ

50 BD38Gr P-4 末野産？底部全面ヘラ

50 BD40Gr P-31南比企産底部周辺ヘラ

BD40Gr P-31南比企産 底部周辺ヘラ

90 BD40Gr P-31 

20 BE38Gr P-4 南比企産

30 BE46Gr P-36 

10 BE50Gr P-7 末野産

5 BF54Gr P-1南比企産

5 BE58Gr P-6 南比企産？ 自然釉付着

5 BF40Gr P-22産地不明

20 BG47Gr P-28南比企産

90 BI39Gr P-2 南比企産底部糸切離し

BD42Gr P-14長さ101 X幅29X厚さ025X重さ22.9g 

BF59Gr P-26長さ8ox幅5.25X厚さ3.3X重さ226.2g 

BD48Gr P-7長さll.4X幅4.4X厚さ18X重さ161.1g 

BF59Gr P-25長さ89X幅385X原さ24X重さ103.9g 

残存率 備 考

5 BB45Gr裂土秋間産 貼付高台底部内面擦痕転用硯

20 BC41Gr南比企産底部糸切離し

60 BC46Gr 

30 BD37Gr南比企産 貼付高台

80 BD41Gr南比企産底部周辺ヘラ

20 BD41Gr南比企産 底部周辺ヘラ

20 BD41Gr 

40 BD41Gr南比企産底部周辺ヘラ

10 BD41Gr 

20 BD48Gr 

5 BD48Gr 

15 BD52Gr 

20 BE39Gr縄文時代後期曽谷式期

5 BE41Gr南比企産

60 BE38Gr No. 6 南比企産底部周辺ヘラ

40 BF42Gr南比企産底部周辺ヘラ

15 BJ43Gr 

15 BH41Gr赤彩

70 BH41Gr 

65 BH41Gr 

10 BJ42Gr末野産？

10 BG47Gr末野産 自然釉付着

10 BG47Gr南比企産

15 BK45Gr赤彩

5 BM48Gr末野産

20 表採湖西産？貼付高台

AZ34Gr長さ4.5X幅2ox厚さ0.35X重さ11.3g 

BB37Gr長さ6.9X幅4.5X厚さ0.35X重さ24.2g 

BD39Gr長さ39X幅125X厚さ0.2X重さ9.1g 

BN46Grホルンフェルス長さ125X幅8.0X犀さ2.85X重さ322.7g 

表採ホルンフェルス長さ1005X輻64X犀さ1.9X重さ1500 g 

SB24P 1硬砂岩長さ131 X幅675 X厚さ2.15 X重さ2296 g 

SB34Pl2ホルンフェルス長さ66 X幅6.05X厚さI8 X重さ902 g 



第510図 F区グリッド ・表採遺物 (I)
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第511図 F区グリッド・表採遺物 (2)
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